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重要取組シート 

取組項目 歴史文化資源の保全・活用 

現状・課題 

○ 本市が有する類いまれな歴史文化資源を将来にわたり確実に引き継ぐためには、文化財

を計画的かつ適切に保存する不断の取組が不可欠である。一方で、活用を通じてその

価値や魅力を多くの人々に理解してもらうことが重要であり、保存と活用の好循環を生み

出す取組が必要である。 

○ 市民の理解促進及び市外からの来訪意欲の向上に向け、関連施策との連携を強化し

ながら歴史文化資源の価値や魅力をどのように磨き上げるかが課題である。 

取 組 の 

内  容 

○ 歴史文化資源を適切に継承するため、文化財の調査、管理、指定、保存、活用を計画

的かつ着実に進める。 

○ 町家歴史館（鉄炮鍛冶屋敷、清学院、山口家住宅）の活用を通じて環濠エリアへの

誘客促進を図る。 

○ 国史跡旧堺燈台や国史跡土塔、埋蔵文化財資料等の公開活用を進める。 

○ 世界遺産エリアへの来訪及び再訪を促進するため、ワディ・ラムの砂等万博レガシーを活

かした百舌鳥古墳群ビジターセンターの展示の充実を図る。 

○ 古墳サミット、謎解きイベントや古墳特別公開を開催し、世界遺産の価値と魅力を発信

する。 

○ 取組の指標としては、史跡（旧堺燈台・土塔）の特別公開等の参加者数1,000人以

上とし、古墳の特別公開においては定員を上回る申込者数の獲得をめざす。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～9 月） 

□ 鉄炮鍛冶屋敷青龍鉾人形クラウドファンディング修理後公開（6～7 月） 

□ 堺環濠都市遺跡の遺構展示に向けた試掘調査（6～8 月） 

□ 仁徳天皇陵古墳周辺謎解きイベント（9～11 月） 

□ 関大連携連続講座（9～2 月） 

□ 百舌鳥古墳群ビジターセンターにおける「ワディ・ラムの砂」展示（通年） 

後期 

（～3 月） 

□ 国史跡旧堺燈台公開（10 月） 

□ 国史跡土塔公開（10 月） 

□ 鉄炮鍛冶屋敷第 5 回企画展「（仮）堺緞通と鉄炮」（10～12 月） 

□ 無名塚 17 号墳関連展示・講演会（12 月） 

□ 古墳サミット（11 月） 

□ 百舌鳥古墳群ビジターセンター窓取替工事（12 月） 

□ 長塚古墳墳丘裾保護等工事（12 月） 

□ 利晶の杜企画展「（仮）会合衆の茶のうつわ」（12～1 月） 

□ 鉄炮鍛冶屋敷第 6 回企画展「（仮）幕末の海防」（12～2 月） 

□ 長塚古墳等発掘調査（12～2 月） 

□ 古墳特別公開（3 月） 

次年度 

以降 

□ 四ツ池遺跡保存活用計画策定・調査・整備（～R17） 

□ 歴史的風致維持向上計画第 2 期計画中間評価（R9） 

□ 堺環濠都市遺跡遺構展示事業（R9 発掘調査、R10 以降設計） 
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□ 文化財保存活用地域計画策定に向けての検討 

□ 寺山南山古墳整備事業（R9 実施設計、R10 整備工事） 

□ 古墳サミット、古墳特別公開の継続実施 

進
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施策 
1－（1）類いまれな歴史文化資源の継承と観光地としての魅力の向上 

寄与する 

KPI 

世界遺産・大仙公園エリア、環濠エリア、堺東駅及び堺駅・堺旧

港周辺の来訪者数［現状値：848万人（2024年度）、

870万人（2025年度）］ 

目標値（2030 年度） 

1200 万人 
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